
ラチェットを開き、各種接栓に適応した
に位置に下記コネクタをセットします。

ラチェットで圧着する場所は、点線の範囲で
行います。この範囲より左にずれると、
コネクタの破損につながります。

リリースレバー

（リリースレバーを押すと、

締めている途中で開ける事が

出来ます）

いちばん左の圧着穴　CFP-HW5C 用ピン圧着 , CFP-PHC5C 用ピン圧着

                                           CFP-P4C,CFP-P5C2 コンタクトピン圧着

いちばん右の圧着穴　   CFP-HC5C、CFP-HCRG6

右から二番目の圧着穴　CFP-HC4C

TKG-RT3
ラチェットタイプ

単位 尺度

株式会社　放送通信機器

三角法
3rd Angle Proj. mm Free

名称：圧着工具　ラチェットタイプ

型番：TKG-RT3   

長さ

幅

重量 630ｇ

圧縮距離：1.73mm/6.65mm/8.23mm/9.15mm
対応商品：CFP-HC シリーズ

230mm

70mm

CFP-HW5C コンタクトピン圧着
CFP-P4C、CFP-P5C2 コンタクトピン圧着

4C用 5C, RG6 用

CFP-HW5C
CFP-PHC5C
CFP-P4C
CFP-P5C2
ピン圧着用

工具挿入範囲NG

工具が開くまで
圧着して完了です。

5mm 7mm

図の様な切り幅で、中心導体と
絶縁体を切り出します。　
編組線は短くカットし、外へ折り曲げておきます。

その後、コネクタ本体にケーブルを差し込みます。
中心導体が少し
出る程度まで挿入

CFP-HC4C, HC5C の接合方法

ケーブルにコネクタが挿入しにくい時は、編組線を短くカット
する事をおすすめします。


